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申請者〔 吉川 慎平 〕 
2 章では第一に先行研究としてまとめられた EC の定義・原理並びに調査法等の解説を，網羅的
に収集し成果を提示した．第二に文献・資料調査から得られた多数の EC に関する解説・情報











を詳細にまとめた．第三に各現場の総括的な考察を通じて，2 章で挙げた EC の利点・優位性につ
いて再度評価した．第四に 4 章においてはこれらを踏まえ情報不足な河川・流域の導入的調査ス
キームとして体系的に整理し提案するという方向性について示した． 












6 章では第一に全国 47 都道府県の公共用水域水質測定結果を対象とした EC データの収集を試
み，全国的な EC データの存在・不存在を明らかにした．結果的には 6,371 地点中 2,141 地点の
データを収集した．また 12 県が EC を測定していないことを明らかにした．第二に以上の結果
について GIS（地理情報システム）を用いた空間的可視化，ボックスプロットを用いた時間的可
視化を通じ，マクロ的な傾向について概観した．第三に同測定結果における空白域の補完を目的
とした任意地点調査を独自に約 1,124 地点で実施しその結果について示した．第四に 4 章におい
て提案した調査スキームをより活用し易くする目的で，5 章と本章で検討したデータベース化の
有効性について考察した． 
7 章では全体のまとめと今後の展望・課題について示した． 
 
 
